
し
い
特
魚
］
を
な
し
て
み
る
の
を
懸
げ
た
い
。
た
“
最
後
に
慧
灘
し
た
い
の
は

疑
が
古
代
の
爆
業
議
題
、
薩
魯
聞
題
等
を
飯
扱
っ
て
み
る
も
の
、
申
に
は
、
常

識
の
域
を
大
い
に
出
で
な
い
論
遽
が
散
見
す
る
事
で
あ
っ
て
、
続
騰
は
將
來

改
め
て
、
我
々
が
よ
り
潔
い
考
古
學
的
立
場
か
ら
考
察
す
蒋
き
で
あ
ら
う
。

（
菊
版
本
丈
二
九
六
翼
、
圃
販
爆
薬
、
紹
瓢
＋
六
年
東
京
難
語
欝
房
機
行
〉

　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
岡
謙
二
鄭
）

朝
鮮
の
建
築
と
藝
術

f

開
　
野

饗
著

　
工
學
博
士
關
野
貞
先
生
の
浅
後
、
門
下
の
議
氏
に
よ
っ
て
編
ま
れ
っ
㌦
あ

る
故
博
ま
の
論
山
回
の
惚
面
巻
と
し
て
、
今
麟
｝
、
朝
鮮
の
建
築
．
と
墜
術
¢
一
思

の
出
版
を
見
た
こ
と
は
、
は
る
か
に
先
生
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
籍
ば
か
り
で
な

く
、
、
廣
く
畢
募
の
た
め
に
も
慶
賀
す
べ
き
事
で
あ
る
℃

　
關
野
博
士
が
優
れ
た
建
築
史
家
で
あ
ら
れ
た
こ
と
は
籐
り
に
も
世
に
聞
こ

え
て
濁
り
、
建
築
史
や
藝
徳
史
の
領
域
に
い
ち
疎
く
考
古
攣
的
貸
料
を
利
用

し
援
用
し
て
、
自
か
ら
一
つ
の
撃
風
を
建
て
ら
れ
た
事
を
記
憶
す
る
漕
も
ま

た
少
し
と
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
更
に
磁
土
が
他
の
諸
方
面
の
識
者
に

・
さ
き
が
け
て
、
　
　
ま
だ
當
疇
は
韓
國
と
雷
は
れ
て
る
た
陣
代
よ
り
　
　
朝

鮮
牛
島
の
得
時
代
の
古
蹟
を
あ
漢
ね
く
踏
破
調
虚
し
、
そ
の
顯
彰
保
存
に
率

先
講
…
醸
せ
ら
れ
た
偉
大
な
る
業
績
を
窮
せ
ら
れ
る
こ
と
を
知
る
も
の
は
、
或

は
多
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
蹟
で
怯
誰
知
ら
ぬ
嚢
と
て
な
い
樂
浪
の
古
墳
群
、
鱗
安
の
高
句
麗
撒
跡
、

載
は
ま
た
挙
国
附
近
の
高
句
麗
壁
書
宵
墳
や
慶
粥
の
薪
羅
時
代
諸
慰
跡
な

　
ど
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
先
生
の
墾
に
よ
っ
て
ほ
じ
め
て
調
鳴
せ
ら
れ
、
或

は
は
じ
め
て
報
告
せ
ら
れ
九
も
の
で
あ
る
こ
と
聖
當
時
の
集
毒
筆
に
な

　
る
本
嶺
に
敗
託
せ
ら
れ
た
諾
篇
は
、
し
み
み
＼
と
思
ひ
か
へ
さ
せ
る
⑳
で
あ

　
る
Q
そ
の
蒙
昧
に
お
い
て
、
．
先
づ
本
君
は
か
の
㎎
朝
鮮
古
蹟
闘
譜
㎞
十
巻
と
共

　
に
、
朝
鮮
考
古
影
響
の
隈
…
拓
擬
唱
と
し
て
…
關
野
総
別
士
の
名
一
を
永
久
に
傳
ふ
べ
き

　
記
念
塔
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　
－
篤
二
に
思
は
れ
る
こ
と
は
、
釧
へ
ば
木
諮
の
烹
要
な
部
分
を
爲
す
「
朝
鮮

・
美
衛
史
」
を
は
じ
め
と
し
、
す
べ
て
に
示
さ
れ
た
、
行
く
と
し
て
選
な
ら
ざ
、

　
る
な
き
博
土
の
艦
識
の
廣
さ
で
あ
る
。
都
城
を
論
じ
墳
陵
を
謹
き
、
建
築
彫

　
測
繕
…
鐙
は
い
・
か
に
及
ば
ず
、
金
石
陶
瓦
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
工
嚢
に
も
随
時
簿

　
を
及
ぼ
さ
る
㌧
ば
か
り
で
な
く
、
二
代
の
薪
麟
に
よ
っ
て
專
門
を
限
ら
ず
、

　
貸
料
の
一
つ
一
つ
が
博
士
自
身
の
眼
に
よ
っ
て
位
澱
づ
け
ら
れ
、
雨
後
の
時
♪

　
代
と
の
關
係
の
う
ち
に
眺
め
ら
れ
て
み
る
と
い
ふ
こ
と
、
そ
れ
は
特
に
驚
く

　
べ
く
竜
鰻
富
な
監
事
の
所
燕
で
あ
る
。
交
は
入
な
り
と
い
ふ
。
恐
ら
く
は
博
磨

　
の
學
風
で
あ
り
直
配
で
あ
っ
た
ら
う
と
患
ほ
れ
瀞
、
堅
賞
な
態
度
の
う
ち
に

　
包
ま
れ
た
熱
幣
が
活
字
町
問
に
お
ご
そ
か
な
光
を
放
つ
の
が
感
じ
一
5
れ
る
。

　
　
太
・
講
に
傷
め
ら
れ
た
長
短
二
十
四
篇
の
研
究
は
、
一
丁
　
を
除
い
て
大
部
聯
分

　
が
明
治
の
末
舘
か
ら
火
泥
年
山
鯨
に
公
に
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
博
索
に
よ

　
つ
て
始
め
ら
れ
た
朝
繰
閣
の
考
古
獣
的
研
究
ほ
論
爾
後
、
殊
に
近
膝
の
十
年
餓
の

　
間
に
藁
足
の
…
選
民
を
ど
げ
た
。
欝
て
は
騰
野
博
士
が
不
十
分
な
資
料
に
よ
つ

　
て
論
じ
ら
れ
た
慮
を
、
今
は
蹴
富
な
知
識
を
以
て
補
ひ
乾
る
こ
と
・
も
多
い
の

　
で
あ
る
。
併
し
如
上
の
由
來
を
顧
み
る
に
於
て
、
そ
の
檬
な
見
地
か
ら
本
書

の
内
容
に
癒
し
て
兎
角
の
雷
を
評
す
こ
と
は
不
遜
で
あ
ら
う
。
し
か
も
、
わ

（　IS＞b　）

銭

轡

策
二
牽
働
巻
　
第
一
號

一
瓢
鷺



彙

報

れ
く
は
竪
富
な
る
新
資
料
を
網
羅
し
た
新
し
い
「
朝
鮮
叢
術
史
」
の
鷹
現

を
、
待
つ
こ
と
久
し
く
し
て
来
だ
そ
の
韮
を
果
た
さ
な
い
現
朕
に
於
い
て
、

本
隷
の
刊
行
は
策
な
る
詮
記
念
的
娼
版
と
し
て
“
は
な
く
、
大
い
に
讃
轡
界
を

醸
す
べ
き
も
の
あ
る
を
疑
は
ぬ
所
以
で
あ
る
○

　
な
ほ
、
塞
書
の
昏
篇
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
博
土
の
遺
さ
れ
た
類
似
の
三

論
交
巾
よ
り
そ
れ
る
＼
詳
細
な
る
部
分
を
聚
詳
し
、
決
定
版
の
作
成
と
も
い

ふ
べ
き
も
の
と
し
た
編
者
藤
島
亥
次
鄭
氏
の
多
大
な
る
努
力
が
は
ら
は
れ
て

み
る
こ
と
を
附
記
す
る
と
共
に
、
資
営
の
關
係
で
あ
ら
う
が
、
既
刊
の
二
雀

に
比
し
て
や
」
聞
嗣
の
不
鮮
朔
さ
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
書
難
に
…
封
し
て
特

に
本
霧
の
爲
に
惜
し
み
た
い
。
．
（
菊
版
七
五
八
頁
、
闘
版
十
二
頁
、
定
償
七

圓
、
『
岩
波
瞥
謄
獲
行
）
〔
小
林
行
雄
）

彙

弘遠辱

東
洋
更
、
談
語
事

例
露
　
九
月
二
十
七
日
（
土
）
傘
後
一
臨
睾
よ
り
樂
友
魯
館
第
六
號
窒
に
於
て

開
催
、
沸
波
教
授
、
宮
崎
、
田
村
爾
助
教
ほ
か
税
調
、
墨
’
盆
多
数
出
席
、
震

の
講
演
を
き
く
。

　
北
支
と
串
支
　
　
　
　
　
　
　

日
比
二
丈
炎
氏

　
綴
柳
貴
n
妃
の
素
性
に
づ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
氷
・
か
T
　
一
氏

十
月
三
綱
ハ
木
）
午
後
六
疇
牛
樂
友
會
鑓
第
六
號
案
に
て
旧
記
。

　
女
國
と
蘇
毘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
長
氏
「

第
三
牽
セ
巷
　
藥
噂
號

　
　
噺

広
郷
に
於
け
る
拳
道
と
佛
教

幅
竃
重

重
川
術
志
疑

　
　
　
　
　
東
方
文
化
研
究
所
公
開
講
演

　
東
方
文
化
研
究
衡
に
於
て
は
今
・
學
期
に
人
づ
て
た
の
講
演
を
行
っ
た
。
揚

慮
は
岡
所
動
盤
。

十
月
十
一
臓
（
土
）
午
後
暫
時
串
よ
り

　
流
動
山
の
現
在
と
過
・
去

　
麿
代
暦
法
に
及
ぼ
し
た
る
薦
方
の
影
響

西
洋
吏
護
書
禽

助
手
　
欝
比
野
寄
央
氏

研
究
負
藪
内
　
　
清
旧

例
露
　
昭
和
十
六
年
度
第
…
…
旧
例
倉
を
十
こ
入
撮
午
後
六
時
よ
り
於
樂
友
會
．

館
開
催
、
原
教
授
、
井
上
、
前
川
の
爾
講
師
を
始
め
三
三
藩
二
十
覧
名
。
　
脚

　
一
、
沁
。
ω
鴎
。
〈
欝
異
“
ω
0
6
芭
9
註
6
8
8
鑓
剛
。
窪
ω
8
蔓
。
｛
疹
。

　
　
　
菊
。
ヨ
琶
鵠
導
牧
民
。
●
　
　
　
二
馴
生
三
川
承
八
郎
灘

　
一
、
屑
・
9
Φ
貯
⑦
o
冨
“
＜
o
ヨ
ケ
q
Φ
ω
o
㌶
9
臨
謝
謝
ω
剛
昌
鄭
琶
偏

　
　
　
く
。
彗
ω
ぎ
ロ
畠
禽
○
㊦
ω
〇
三
〇
簿
Φ
　
　
　
　
巾
出
　
治
　
一
譜

　
　
　
　
　
地
理
攣
談
話
、
會

例
愈
　
十
月
二
十
蹴
鷺
（
土
）
午
後
二
蒔
よ
り
實
翻
案
に
於
て
開
催
、
出
席
者

二
十
八
各
◎

　
　
、
一
綱
生
直
谷
報
告

　
蒙
　
　
　
　
　
彊

　
ポ
　
ナ
　
ペ
　
島

　
一
、
興
撒
地
理
勲
育
私
見

俘
　
　
　
　
難
氏

川
喜
田
二
鄭
氏

吉
田
敬
帯
氏

（　15｛；　）


